
遺伝子コード拡張によるタンパク質
部位特異的修飾のための非標準アミノ酸

非標準アミノ酸（ncAA, Non-Canonical Amino Acid）と、遺伝子コード拡張（GCE, Genetic Code Expansion）
によって導入される tRNA/tRNAシンターゼペア（tRNA/RS）を用いて、細胞特異的・タンパク質部位特異的な
修飾が可能です 1)。
含有する官能基に応じた蛍光標識剤などを使用することで、その特異的修飾を検出することができます。

trans-シクロオクテニル（TCO）基含有アミノ酸

アジド基含有アミノ酸

アルキニル基／アルケニル基含有アミノ酸

L-Azidohomoalanine
100mg
[A3550]

L-Azidonorleucine Hydrochloride
250mg
[A3554]

遺伝子コード拡張により部位特異的に取り込まれたT4126の検出例 2)
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N6-[(2-Azidoethoxy)carbonyl]-L-lysine
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250mg
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Biotin-PEG4-Alkyne 50mg [B6511]
DBCO-S-S-PEG3-Biotin 25mg [D5552]

関連製品

6-FAM-PEG3-Azide 5mg / 25mg [F1243]
Biotin-PEG4-Azide 100mg [B5546]

関連製品

Fluorophore

Fluorophore
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遺伝子コード拡張によるタンパク質部位特異的修飾のための非標準アミノ酸

ハロゲン化アミノ酸

スピロヘプタジエニル基含有アミノ酸

ケトン部位含有アミノ酸

その他の非標準アミノ酸

T4126を用いた部位特異的修飾ADCの作成例 4)

Biotin-PEG4-Hydrazide 10mg / 50mg [B5578]
Rhodamine B Hydrazide 200mg / 1g [R0260]関連製品
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スピロヘプタジエン（spiroheptadiene, SCp）は、
Diels－Alder （DA）反応によりマレイミドと共有結合
を形成します。抗体 -薬物複合体（ADC）の製造にお
いては、SCpを非天然アミノ酸の形で取り込ませた
抗体に、マレイミド基を付与した薬物を反応させるこ
とで部位特異的修飾をもったADCを作製可能です 3)。
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ケトン部位とアルコキシアミンを介したオキシムライゲーションにより、特性が最適化された均一なADCの作製が実現されています。
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